
“喫煙者がかわいそう’’の意味を

考えてみよう
北海道教育大学は、大学敷地内全面禁煙です。たばこを自由に吸えないことに対して、非喫

煙者からも「喫煙者がかわいそう」という声が聞かれますが、本当に「かわいそう」なのは、どう

いう目に遭ったときでしょうか？

喫煙および敷地内全面禁煙に

関する調査

北海道教育大学は平成20年4月1日

から、全5キャンパスで大学敷地内全面禁

煙にしています。「桃栗三年柿八年」とい

うわけではありませんが、敷地内全面禁煙

の開始から丸8年を前にした平成28年2

月、全職員（教員、事務職員、他）を対象に、

喫煙および敷地内全面禁煙に関する意

識などの調査を実施しました。その結果、

本学が敷地内全面禁煙にしていることを

67．2％が「良いことだと思う」と評価して

いるにもかかわらず（図1）、何らかの形で

喫煙場所を設けたほうが良いという回答

が半数以上にのぼりました（図2）。同様

の調査を、平成28年9月に某キャンパス

の学生に実施したところ、職員とほぼ同様

に、81．3％が敷地内全面禁煙を「良いこ

とだと思う」と評価しながら（図1）、35．3％

が何らかの形で喫煙場所を設けたほうが

良いと回答しました（図2）。

こうした傾向は、敷地内禁煙を実施して

いる他大学でも認められ、喫煙場所を設

けたほうが良い理由として①大学敷地か

ら出てすぐの場所や近くのコンビニの前に

たむろして喫煙する様子が見苦しい②（①

の）様子がかわいそう③敷地内だけきれい

にして敷地外に煙や吸い殻をまき散らす

べきではない④たばこを吸う権利がある、

などが挙げられていますが、今回は、このう

ちの「②喫煙者がかわいそう」について考

えてほしいと思います。

喫煙は重い病気にかかり
死亡する原因の第1位

やりたいことをやれないのは確かにつら

いことです。喫煙者であれば、吸いたい時

に自由に吸いたいでしょう。また、北海道

の真冬の屋外で、寒風吹きすさぶ中、寒さ

に筏えながらたばこを吸う痛々しい姿は、

見ていて同情を禁じ得ないものがあります。

しかし、たばこを好きな場所で好きなように

吸えないことと、たばこを吸い続けてガン

や心筋梗塞、脳卒中などの重い病気にか

本学が敷地内全面禁煙にしていることをどう思いますか？ 

田良いことだと思う 
○良くないことだと思う 
口どちらともいえない 

4・2％14．5％ 23．6％ 67・2％81，3％ 全職員某キャンパス学生 
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かil若くして死んでしまうことと、いったいど

ちらがかわいそうでしょうか。

敷地内全面禁煙のように「喫煙場所が

ない」ことは、喫煙をしにくくさせることによ

り喫煙者に禁煙を促すきっかけになると考

えられています。また、新たな喫煙者を生

み出さないようにする有効な手段の一つ

とも考えられています。敷地内全面禁煙は、

喫煙者および非喫煙者双方の健康を守

る方法なのです。

これからも北海道教育大学は

敷地内全面禁煙です！

現在、日常的に喫煙している人でも、こ

れから10年間禁煙すれば、心筋梗塞など

の病気で死んでしまう危険性を非喫煙者

とほぼ同じくらいに下げることができます。

現在吸っている人はぜひ、学生のうちに

禁煙してください。もちろん、吸っていない

人は、これからも決して吸わないでください。

（保健管理センター・センター長・羽賀胎衛）

今後の学内の禁煙対策に対する意見
囲これからも敷地内全面禁煙を矧ナたほうが良い
□敷地内（塵社）に喫煙調所を般けて、分煙を徹底させたほうが良い
○敷地内（虚血）に喫煙場所を披けて、分煙を徹底させたほうが良い

○学内での喫煙の制限はしないほうが良い
0．298　　　　　　　　　　　　　　　　0．8％

全職員　　　　　　某キャンパス学生


